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§１．研究実施体制  

 

【記載例】 

（１）「上東 貴志」グループ（国立大学法人神戸大学） 

① 研究開発代表者：上東 貴志 （国立大学法人神戸大学計算社会科学研究センター、センター長） 

② 研究項目 

・社会リスク推定技術の開発 

・ソーシャルセンサ・システムの開発 

・交通流データの分析 

 

（２）「吉田 光男」グループ（国立大学法人筑波大学） 

① 主たる共同研究者：吉田 光男 （国立大学法人筑波大学ビジネスサイエンス系、准教授） 

② 研究項目 

・インフォデミック可視化システムの開発と検証 

・データ収集基盤の構築・運用 

・情報流通構造の抽出 

・インフォデミック発生時に流通する情報の特徴抽出 

・情報発信者・仲介者の特徴抽出、社会学的特徴付け 

・情報空間可視化システムの開発（階層的分断がもたらす情報断絶性の可視化等） 

 

 

§２．研究開発成果の概要 

 

 本課題における社会リスクの基本技術はベイズ推定に基づくものであり、原理的には、観測データとそのデー

タに相当する変数を内包するシミュレーション可能なモデルがあれば応用可能な技術である。社会リスクは多岐

に渡るため、探求研究において対象とする社会リスクは、主に感染症、インフォデミック、交通流とした。上東グ

ループでは、社会リスクの推定・意思決定に関する研究、ソーシャルセンサ・システムの開発に向けた新型コロ

ナウイルス、フェイク・ヘイトに関連する分析、交通流データの分析・シミュレーションを行った。吉田グループで

は、インフォデミック可視化システム実現に向けて、データ収集基盤の構築・運用、情報流通構造の抽出、イン

フォデミック発生時に流通する情報の特徴抽出、情報発信者・仲介者の特徴抽出・社会学的特徴付け、情報空

間可視化システムの開発に取り組んだ。吉田グループで開発した技術を元にした具体的な分析として、安倍政

権時代の安倍晋三元首相に関する 1 億 2 千万件以上の大量ツイートを分析し、保守派のツイートの方がリベラ

ル派のツイートよりも穏健な中間層によく届いていることを明らかにしたことが挙げられる。この分析では、情報流

通構造として、情報伝達のネットワーク経路のみならず、そこでやり取りされる言葉遣いも考慮しており、より多面

的に分析できる技術を開発できた。また、ネット炎上事例を詳細に分析し、ハラスメントを行うユーザにはインフ

ルエンサー群、インフルエンサーの犬笛に呼応する炎上加担ユーザ群、荒らしを行うユーザ群の三層があり、そ

れぞれが異なる形で一人のユーザに対してハラスメントを行っていたことを明らかにした。さらに、研究組織全体

として、当初計画にはない本格研究提案に向けた検討を行った。 
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